
質
問
一

鶴
ヶ
島
市
の
子
ど
も
の
貧
困

に
つ
い
て
。

二

子
ど
も
食
堂
の
取
組
に
つ
い
て
。

三

学
校
で
の
朝
食
の
取
組
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

子
ど
も
の
貧
困
に

関
す
る
市
独
自
の
調
査
は
実
施
し
て
い

な
い
た
め
、
本
市
の
子
ど
も
の
貧
困
率

は
把
握
し
て
い
な
い
。
本
市
の
相
対
的

貧
困
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
２４
年
の
国

の
相
対
的
貧
困
率
と
全
国
の
生
活
保
護

の
世
帯
保
護
率
及
び
本
市
の
生
活
保
護

の
世
帯
保
護
率
か
ら
推
計
す
る
と
、
約

１５
・
５
㌫
と
な
る
。

二

子
ど
も
食
堂
の
取
組
は
、
２４
年
ご

ろ
か
ら
首
都
圏
を
中
心
に
始
ま
っ
た
。

本
市
に
お
い
て
は
、
本
年
５
月
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
カ
ロ
ー
レ
か
ら
市
民
提
案
に
よ

る
協
働
事
業
と
し
て
実
施
の
提
案
が
あ

り
、
市
民
協
働
推
進
委
員
会
で
採
択
さ

れ
た
。
７
月
下
旬
か
ら
東
市
民
セ
ン
タ

ー
と
西
市
民
セ
ン
タ
ー
で
月
に
２
回
ず

つ
実
施
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

三
（
教
育
長
）

適
切
な
運
動
、
調
和

の
と
れ
た
食
事
、
十
分
な
休
養
・
睡
眠

と
い
う
基
本
的
生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、

学
習
意
欲
や
体
力
、
気
力
の
低
下
の
一

因
と
な
る
。
朝
食
を
食
べ
る
児
童
・
生

徒
を
増
や
す
た
め
、
小
・
中
学
校
と
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
連
携
に
よ
る
食
育

指
導
を
今
後
も
継
続
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

都
市
農
業
振
興
基

本
法
と
鶴
ヶ
島
の
農
業

質
問
一

主
権
者
教
育
の
取
組
状
況
と

課
題
に
つ
い
て
。

二

共
通
投
票
所
の
設
置
に
つ
い
て
。

三

投
票
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
選
挙
管
理
委
員
長
）

埼
玉

県
立
鶴
ヶ
島
清
風
高
等
学
校
と
連
携
し
、

高
校
が
主
催
す
る
主
権
者
教
育
の
授
業

に
職
員
が
同
席
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
今

後
は
、
生
徒
会
役
員
選
挙
の
際
に
、
実

際
の
選
挙
の
方
法
に
近
づ
け
た
模
擬
投

票
の
実
施
を
提
案
し
た
い
。
ま
た
、
市

内
小
・
中
学
校
へ
の
出
前
講
座
等
の
実

施
も
積
極
的
に
推
進
し
た
い
。

課
題
は
、
若
者
の
政
治
参
加
の
意
識

を
い
か
に
向
上
さ
せ
る
か
で
あ
る
。

二

選
挙
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
確

実
か
つ
公
正
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

共
通
投
票
所
は
、
新
た
な
投
票
参
加

者
の
促
進
や
投
票
率
の
向
上
に
は
あ
ま

り
効
果
が
期
待
で
き
な
い
上
、
二
重
投

票
の
防
止
の
た
め
に
各
投
票
所
を
結
ぶ

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
ト
ラ
ブ
ル
等
か
ら

選
挙
無
効
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
高
い

た
め
、
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

三

有
権
者
一
人
ひ
と
り
に
着
目
し
た

更
な
る
投
票
機
会
の
創
出
や
利
便
性
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
郵
便
等
投
票
対
象
者
の
拡
大
、

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
の
拡
充
、

指
定
施
設
の
条
件
緩
和
な
ど
、
公
職
選

挙
法
等
の
改
正
を
積
極
的
に
働
き
か
け

た
い
。

民間主導の事業として実施し、

公的支援を検討する

大野 洋子 議員

子ども食堂の取組

改
正
公
職
選
挙
法
へ
の

対
応
に
つ
い
て

松
尾

孝
彦
議
員

政
治
に
期
待
が
で
き
、
関
心
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る

投票箱

つるがしま市議会だより第１７６号〔１１〕


